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研究要旨 
 本邦では平成 14 年度以降、老人保健事業及び健康増進事業等により肝炎ウイルス検診の受検を推奨してき
たが、肝炎ウイルス検診陽性者の長期経過は不明である。石川県では、平成 14 年度からの老人保健事業及び
健康増進事業での肝炎ウイルス検診陽性者のフォローアップを肝疾患診療連携拠点病院である金沢大学附属
病院が行ってきた。今回このフォローアップシステム｢石川県肝炎診療連携｣の参加同意者を対象に、肝炎ウイ
ルス検診陽性者の長期経過を解析した。

本研究は、金沢大学医学倫理審査委員会により審査、承認の上実施した。(研究題目：石川県における肝炎ウ
イルス検診陽性者の経過に関する解析 2018-105 (2871))

その結果、以下のことが明らかとなった。

同連携参加者 1557 名中、HBs 抗原陽性 661 名、HCV 抗体陽性 522 名を対象とした。HBs 抗原陽性者の平均
観察期間は 6.4 年であった。

2019 年 4 月末時点で、無症候性キャリア 402 名（72.7%）、慢性肝炎 133 名（24.1%）、肝硬変 18 名（3.3%、
代償性 15 名、非代償性 3 名）、核酸アナログ製剤投与中が 91 名（15.2%）、経過で肝癌発症が 16 名（2.7%）、
死亡が 5 名（肝癌死 2 名）であった。

HCV 抗体陽性者の平均観察期間は 8.7 年で、2019 年 4 月末時点で、肝硬変 69 名（14%、代償性 44 名、非
代償性 25 名）、慢性肝炎は 419 名（84.6%）であった。また 353 名（71.2%）が抗ウイルス療法を施行済みで、
うち 228 名（64.6%）が直接作用型抗ウイルス薬による治療であった。

ウイルス駆除は、331 名（67%）で達成されていたが、非ウイルス駆除及びウイルス駆除不明が 163 名（32.9%）
であった。経過で肝癌発症は 50 名（10.1%）、死亡が 29 名（肝癌死 7 名、肝不全死 3 名）であった。

さらに HCV 抗体陽性者と HBs 抗原陽性者の肝発癌例を比較したところ、HCV 抗体陽性者の方が、初診時及
び調査時に肝線維化が進展している傾向を認めた。

今回の解析により、以下の肝炎ウイルス検診陽性者の長期経過が明らかとなった。
1. HCV 抗体陽性者の 67%がウイルス駆除を達成、肝発癌率は 10.1%であった。HBs 抗原陽性者の肝発癌

率は 2.7%であった。
2. HBs 抗原陽性で肝癌を発症した症例と HCV 抗体陽性で肝癌を発症した症例の臨床背景を比較したとこ

ろ、HCV 抗体陽性者の方が HBs 抗原陽性者に比べて肝発癌率が高く、初診時及び調査時に肝線維化が
進展していた。

3. 石川県肝炎診療連携同意者と、石川県が有する肝炎治療医療費助成制度利用者の突合が可能である。
次年度以降、今回解析対象者の中で抗ウイルス療法を行った患者中の肝炎治療医療費助成制度利用率
を解析する予定である。
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A. 研究目的
本邦では、平成 14 年度以降、老人保健事業及び健

康増進事業等により肝炎ウイルス検診の受検を推奨
してきたが、肝炎ウイルス検診陽性者の長期経過は
不明である。石川県では、平成 14 年度からの老人保
健事業及び健康増進事業での肝炎ウイルス検診陽性
者に対して、肝疾患診療連携拠点病院（以下拠点病院）
である金沢大学附属病院が経年的なフォローアップ
を行ってきた。このフォローアップシステム｢石川県
肝炎診療連携｣に参加した場合、拠点病院から年 1 回、
肝疾患専門医療機関（以下専門医療機関）での診療内
容を確認する｢調査票｣が同意者本人に郵送される。
同意者は、調査票を持参し、専門医療機関を受診し、
担当医は診療内容を調査票に記載する。調査票は、拠
点病院に返送され、拠点病院は受診状況や病態の確
認を行っている。
 今回、この石川県肝炎診療連携参加同意者を対象
に、肝炎ウイルス検診陽性時から 2019 年 4 月まで
の APRI、FIB-4 の推移、生死、肝硬変・肝癌への進展
の有無、抗ウイルス療法導入の有無などを解析した。 

B. 研究方法
石川県肝炎診療連携参加同意者 1557 名中、2019

年 4 月末日までに受診状況調査が可能であった 1183
名を対象にした。HBs 抗原陽性者は 661 名、HCV 抗
体陽性者は 522 名であった。
 拠点病院に返送される調査票データに加えて、
2008 年以降少なくとも 1 回は受診が確認されている
専門医療機関の担当医への問い合わせにより収集し
たデータを用いた。

（倫理面への配慮）
 本研究は、金沢大学医学倫理審査委員会により審
査、承認の上実施した（研究題目：石川県における肝
炎ウイルス検診陽性者の経過に関する解析 2018-
105 (2871)）。

C. 研究結果
1)対象者背景

HBs 抗原陽性者、HCV 抗体陽性者ともに女性が多
かった。肝炎ウイルス検診陽性時（あるいは専門医療
機関初診時）の平均年齢は、HBs 抗原陽性者は 59.9
歳、HCV 抗体陽性者は 63.4 歳、平均観察期間は、そ

れぞれ 6.4 年、8.7 年であった（表 1）。
表 1

2)HBs 抗原陽性者の解析
最終的に 661 名中、553 名に関して解析を行った。

2019 年 4 月末現在無症候性キャリア 402 名（72.7%）、
慢性肝炎 133 名（24.1%）、肝硬変 18 名（3.3%、代
償性 15 名、非代償性 3 名）、核酸アナログ製剤投与
中が 91 名（15.2%）、経過で肝癌発症が 16 名（2.7%）、
死亡が 5 名（肝癌死 2 名）であった。
3)HCV 抗体陽性者に関する解析

最終的に 522 名中 495 名に関して解析を行った。
2019 年 4 月末現在、肝硬変 69 名（14%、代償性 44
名、非代償性 25 名）、慢性肝炎は 419 名（84.6%）
であった。また 353 名（71.2%）が抗ウイルス療法を
施行済みで、うち 228 名（64.6%）が直接作用型抗ウ
イルス薬による治療であった。ウイルス駆除は、331
名（67%）で達成されていたが、ウイルス駆除未が
110 名（22.3%）及びウイルス駆除不明が 53 名（10.7%）
であった。経過で肝癌発症は 50 名（10.1%）、死亡が
29 名（肝癌死 7 名、肝不全死 3 名）であった。
4)肝癌症例の比較

HBs 抗原陽性で肝癌を発症した 16 名と HCV 抗体
陽性で肝癌を発症した 50 名に関して臨床背景を比
較した（表 2）。HCV 抗体陽性者の方が肝発癌率、初
診時 APRI、調査時 APRI・FIB-4 が有意に高値であっ
た。これらの結果から経過で肝癌を認めた症例では、
HCV 抗体陽性者の方が、HBs 抗原陽性者に比べて初
診時及び調査時に肝線維化が進展していると考えら
れた。
表 2
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D. 考察 
今回、肝炎ウイルス検診陽性者の長期経過を石川

県が行っているフォローアップ事業｢石川県肝炎診
療連携｣参加同意者を対象に実施した。 
 HBs 抗原陽性者に関しては、検診陽性後平均 6.4 年
の経過で、72.7%が依然として無症候性キャリアであ
り、慢性肝炎は 24.1%、肝硬変は 3.3%、核酸アナロ
グ製剤投与者は 15.2%である。また、経過で肝癌は
2.7%であった。 

一方、HCV 抗体陽性者に関しては、肝硬変が 14%、
経過で肝癌発症が経過で肝癌は 10.1%であり、HBs 抗
原陽性者に比べて予後不良と考えられた。また 353
名（71.2%）が抗ウイルス療法を施行済みで、うち 228
名（64.6%）が直接作用型抗ウイルス薬による治療で
あった。ウイルス駆除は、331 名（67%）で達成され
ていたが、ウイルス駆除未が 110 名（22.3%）及びウ
イルス駆除不明が 53 名（10.7%）であった。今後、
ウイルス駆除未であった症例において、抗ウイルス
療法の有無、未施行であれば、その理由を含めた詳細
な解析を行う予定である。 

また、石川県肝炎診療連携同意者と、石川県が有す
る肝炎治療医療費助成制度利用者の突合が可能であ
る。次年度以降、今回解析対象者の中で抗ウイルス療
法を行った患者中の肝炎治療医療費助成制度利用率
を解析する。 
 

E. 結論 
石川県肝炎診療連携参加同意者を対象にした肝炎

ウイルス検診陽性者の長期経過を解析し、以下の事
が明らかになった。 

1. HCV 抗体陽性者の 67%がウイルス駆除を達成、
肝発癌率は 10.1%であった。HBs 抗原陽性者の
肝発癌率は 2.7%であった。 

2. HBs 抗原陽性で肝癌を発症した症例と HCV 抗体
陽性で肝癌を発症した症例の臨床背景を比較し
たところ、HCV 抗体陽性者の方が HBs 抗原陽性
者に比べて肝発癌率が高く、初診時及び調査時
に肝線維化が進展していた。 
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論文発表 
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学会発表 
(1) 石川県における肝炎ウイルス検診陽性者フォロ

ーアップシステムの現況．島上哲朗，堀井里和，
金子周一．第 105 回日本消化器病学会総会, パ
ネルディスカッション 9．2019 年 5 月 9 日 

(2) 石川県における肝炎医療コーディネーターの実
態と今後の展望．島上哲朗，堀井里和，金子周一．
第 55 回日本肝臓学会総会, メディカルスタッフ
セッション 1．2019 年 5 月 30 日 

(3) 石川県における肝炎診療連携の現況．第 43 回日
本肝臓学会西部会，一般演題 16．松川弘樹，堀
井里和，島上哲朗，金子周一．2019 年 11 月 13
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